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慢性複雑性尿路 感染症に対す るT-1220 (Piperacillin)の 臨床効果
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I. は じ め に

T-1220はABPCの 誘 導体であ り,ABPC の Amino

基 に4-Ethyl-2, 3-dioxopiperazinylcarbonyl基 が導入

された もので,一 般名 は,Piperacillinで ある。T-1220

は経 口投 与に よっては,ほ とん ど吸収 がな く,注 射剤 と

して用い られる。 本剤1g静 注時 の血 中濃度 のhalf life

は 約0.6時 間であ り,体 内で ほ とん ど代謝 される ことな

く,尿 中お よび胆汁 中に排泄 される。尿 中排 泄は1g静

注 後6時 間で,約60%と いわ れ る。T-1220は グラム

陽 性菌,陰 性菌に対 して広範 囲な抗菌 力を持ち,と くに

従 来のPenicillin系 薬剤に感受 性の よくないKlebsiella,

Serratia, Euterobacter, Citrobacterに 対 して優 れた

抗 菌力を有 してい る1)。

今 回,T-1220を 慢性複 雑性尿路感 染 症に対 して使用

し,そ の臨床的 な効果 を検討 した ので報 告す る。

II. 対 象

昭和51年2月 か ら5月 までに,国 立 名古屋 病院,名

古屋 第一赤十字病院,名 古屋第二赤十字病 院に入院 した

泌尿器科的原疾患を有す る27症 例 に,T-1220を 投与 し

た。 この うち投与方法お よび疾 患の対 象が不適 当な もの,

検 査成績の得 られ ない ものおよび他剤 との併用が行なわ

れた もの(膀 胱炎3例,腎 盂炎,腎 盂 腎炎,腎 盂膀胱炎

各1例),お よび副作用 のため本剤 の 投 与 を 中止 した1

例を除いた20例 につ いて,本 剤 の臨床効果を検討 した。

20例 の内訳は,男 子19例,女 子1例 であ り,年 令は最

少19才 から最高82才 で平均62.9才 である。対象 とな

った疾患は膀胱炎18例,腎 盂膀胱炎,腎 盂 腎炎各1例

であ り,原 疾患はTable1に 示 した。 カテーテル留置症

例は10例 で,全 例 の半数 であった。

起炎菌別 ではSerratiaが 最 も多 く9例,次 いで.Pse-

udomonas 5例,E. coli2例,Citrobacter 3例,

Euterobacter 1例 であ り,1mnl中 の生 菌 数は全て104

個以上で あった。混合感 染例 はなかった(Table3)。

III. 薬 剤投与方 法および効果判定基準

T-1220は,1日 量2～6gを 朝 夕2回 に 分割し点滴

静注 した。投与期 間は6～7日 であ り,投 与 前に検尿 と

細菌培養を行 なった。

T-1220の 効果判 定は,UTI研 究会の慢 性尿路感染症

に対す る薬剤効果判定基準 に従 い2,3),Table2の とお り

定 めた。

なお,副 作用 は,全 身的症状を観 察す る他,耳 血お よ

び血液生化学一般 につ いて調査 した。

IV. 成 績

T-1220の 臨床使用成績はTable3の とお りで,尿 中

か ら起炎一菌が消失 した症例は13例,菌 数減少は1例,

菌交代1例,不 変5例 であった。効果 判定基準 にもとつ

いた成績 は,著 効7例(35%),有 効8例(40%),無 効

5例(25%)で あった。

起 炎菌別にT-1220の 効 果 をみ ると,Table4の と

お り,有 効以上 は、Serratia 6株(67%),Pseudomonas

Table 1  Underlying diseases in clinical cases

Table 2 Criteria for evaluation of clinical

effect in UTI
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5株(100%),E. coli 2株(100%),Citrobacter 1株

(33%),Euterobacter 1株(100%)で あ る。

留 置 カ テ ー テル の有 無 にごよ る効 果 は,カ テ ー テ ル 有 の

症 例 に お け る有 効 は6例(60%)で あ っ た が,著 効 は な か

った 。 一 方,留 置 カ テ ー テ ル の な い 症 例 で は,7例(70

%)が 著 効 で,有 効2例(20%),無 効1例(10%)で あ

っ た 。

V. 副 作 用

T-1220を 投与 され た全例27例 中,全 身的な副作用

を認めた ものは,薬 疹 を来 した1例 だけであ る。症例は

本剤の臨床効果 の検討 か ら除外 された64才 男子で,前

立腺摘 出術後 の膀胱 炎に対 して,本 剤を3gず つ朝夕点

滴静注 した ところ,3日 目から全 身に紅斑性の薬疹を来

した ものであ る。薬剤投与 を中止 し,一 般的な薬疹 の治

療に よ り発疹は4日 目に完全にご消失 した。本症例は過去

に薬剤 アレル ギーの既応 はな く,皮 内反 応を用 いたテ ス

トは陰性であ った。

耳血お よび血液生化学的 な成績 はTable 5に 示 したが,

両 者 ともに特記すべ き変化は認 められ なかった。

VI. 考 按

Penicillin系 抗生 物質は,尿 路へ の排泄 の良好な こと,

尿 中濃度が高い こと,生 体にご対 してアレルギー反応 以外

の重篤 な副作用 のない ことか ら,尿 路感染症に対 しては

第1次 薬剤 として選択 されてい る。 グラム陰 性桿菌 感染

症 に限ってみ ると,合 成ペ ニシ リン剤 の基本であ るAB-

PCはPseudomonasな どに対 しては,ほ とん ど効果が

な く,一 方,慢 性複雑性尿路感染症は尿路手術に伴 って

発生す るため,Pseudomonas, Citrobacter, Enteroba-

cter, Serratiaな ど,い わゆ る院 内感染菌に よるものが

多い。ABPCの スペ ク トルを広 げたSBPCも,CBPC

も大量投与にごよって,Pseudomonasに ご効 果を認め るも

の の,Euterobacter, Citrobacter, Serratiaに 対 して

は決 して満足 し うる抗菌剤 ではない。

今回 の治験 の対象 となった症 例は,い ずれ も高度 耐性

菌であ り,Table6の とお りABPCに 対す るデ ィス ク

感受性のあ った ものは,E. coli 1株 であ り,CBPCは

(〓)1株,(〓)5株 で他は全て(－)で あ り,SBPCで も

(〓)3株,(〓)3株 で他は全て(－)と い う成績であっ

た。CBPC, SBPC感 性菌 は,、PseudomonasとE. coli

であ り,Serratiaを 始 めとす る他 の菌株 は,い ずれ も

感受性(一)で あった。

T-1220のMICか らみ ると,Pseudomonas5株 は,

全 て12.5μg/ml以 下であ り,臨 床成績 とよく合致 して

い た。.E. coliの1株 は100μg/mlで あったが,い ちお

うT-1220投 与後,菌 は陰 性 とな った。Citrobacter感

染 でT-1220の 効果のみ られなか った2株 はMIC 50,

100μg/mlで あ り,著 効1例 はMICが 得られ なかった。

Serratiaの 中でMICの 得 られた5株 はいずれ も50～

100μg/mlで あ り,必 ず しも臨 床 成績 と一致 しなか っ

た。Serratia感 染は しば しば,抗 菌剤 を投与 しな くて

も,自 然に尿 中か ら消失す る ことがあ り,原 疾 患の占め

る要因が大 きい よ うである。

臨床成績,MIC分 布か らみ ると,T-1220はSBPC,

CBPCよ り広い スペ ク トラムを有す ることは確か であ り,

OPPortunistic infectionの 治療上の有 力 な 抗菌 剤とな

るものと考 えられ る。

VII. ま と め

T-1220を 泌尿器科的原疾患を有す る20例 の慢性膀胱

炎お よび腎盂 腎炎 の症例に用 いた結果,著 効35%,有 効

40%,無 効25%の 成 績 を得 た。 最 も多 かった9株 の

Serraliaに 対 して は67%,5株 のPseudemouasは

100%の 有効率であ った。

副作用は,投 与例27例 中,薬 疹 のみ られた1例 だけ

であ り,本 剤 の臨床効果 について検 討した20症 例では

血液所見 生化学的所見 とも,特 記すべ き異常 をみ とめ

なか った。
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CLINICAL EVALUATION OF T-1220 (PIPERACILLIN)

IN CHRONIC COMPLICATED URINARY

TRACT INFECTION
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T-1220 was administered to 27 patients with chronic urinary tract infections.

Twenty cases were available for analysis of clinical evaluation of T-1220. Excellent results were

observed in 7 cases, good in 8, and poor in 5. Effective rate was 75%. 

Urinary organisms isolated from the patients were 9 Serratia, 5 Pseudomonas, 3 Citrobacter, 2 E. coil

and 1 Enterobacter. Clinical effects were observed in all cases of Pseudomonas, E. colt and Entero-

bacter , 6 of Serratia and 1 of Citrobacter .

As side effect with T-1220, drug eruption was noticed in 1 of 27 cases. 


